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事
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開

会
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比
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案
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配

付

会
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同
U
突
炉
内
容
税
明

Fち

克、

2事

質採

決

一
一
月
案
の
上
初
伊
(
発
安
市
『
一
号
)

強
引
実
の
内
容
説
明

採

決

一
一
丹
市
架
の
上
程
(
詩
集
第
三
号
)

話
一
究
、
の
内
容
説
明

採

決

詩
集
の
上
程
(
需
契
第
四
号
)

議
案
の
内
容
説
明

採

決

閉

会

本
日
の
会
誇
陀
付
し
た
卒
件
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M
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，-、
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九
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四
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四五八八
h 

)1. 
。。

忌.



，叫ー

内

" 

月

招

集

一
、
昭
和
町
四
ア
五
年
↑
月
二
十
一
日
(
水
眼
目
)
午
前
十
時

輝

弼

函

館

山

市

議

会

臨

時

会

会

議

録

昭

和

曲

十

五

年

一
、
出
席
議
員

一
、
館
山
市
議
会
本
会
議
場

二
十
三
名

一
四
番番

九
番

二
二
番

五
番

二
八
4
曾 番

吉

田

勇

治

郎

番

自鳥

回

石

蔵

五
番

回

主主

治

~ 

七
番

白

熊

盛

太

郎

九
番

幣

勇

一O
番

遠

山

ヨ

ネ

子

一
五
番

五

十

山

岡

山

八

番

昇

島

野

茂

樹

郎

ニ
O
番

小

沢

恵

太

郎

二
四
番

田

村

源

治

郎

ニ
七
番

主授

月

二
九
番

正

照

番
四
番番

八
番
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こ
っ
会

一
、
欠
席
需
員
T昏
七
番

-'ーノ、

番

一
、
出
席
説
明
員

市収

入

庶

務

謀

長

財

政

課

長

市
民
セ
ン
タ
ー
館
長

教

育

委

員

会

庶

務

課

長

一
、
出
席
事
務
局
時
間
口
貝

手
務
局
長

設

官

記

意回

「「
u
吉
一口

害

戸
い
一三ロ

ιi 
五
名

菊江

田

徳

秋

山

-'ーノ、

長役高兵渡木

口

康

井

敏

博

太

郎I!5 
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間

高
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長

谷
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広
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山

汐
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梨

清

慈
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松
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譲
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男
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雄

教

柴

飯

図

義

書

課

長

事

謀

長

築

課

長

育

光

教

育

委

員

会

保
健
体
育
課
長

事
務
局
長

犠

佐
書

記

書

判k

{
百
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庄
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一
、
議
ぷ
日
忠

If' 

館
山
市
名
誉
市
民
条
例
r
の
制
定
に
つ
い
て

手g

第

日

開
ι

河
川
い
ず
五
年
一
月
二
十
一
日
午
前
十
時
開
議

日臼R 日P 

。。

会
期
の
決
定

会
議
録
署
名
員
の
指
名

館
山
市
附
隠
刷
機
関
設
置
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

伶
山
市
市
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理

K
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

昭
和
四
ず
四
年
度
館
山
市
一
般
会
計
補
正
予
算
(
第
六
日
宵
，
)

4
2
 

海

笈

議
案
第
二
宵

四

議
安
第
二
号

開

第
w-=-F 

程

第

五

一
持
一
ー
案
伊
三
号本

日
の
出
席
議
員
数
二
十
二
名
、

程

震空

一」

ノ、

議
案
第
四
号

と
れ
よ
り
昭
和
四
十
五
年
度
第
一
回
市
議
会
臨
時
会
を
開
会
い
え
し
を
す
。

の

報

aュ

程

竺古
" 

午
前
ナ
時
七
分

(
西
村
真
次
君
)

出

席

説

明

員

(
沼
村
真
次
君
)

本
臨
時
会
の
議
案
森
芥
わ
た
め
、

地
方
自
治
法
第
百
二
十
一
条
の
規
定

κ
よ
る
出
席
要
求

κ対
し
、

本
間
市

程

集

E
Y
、
畠
山
助
件
、
高
木
収
入
叫
村
、
太
田
課
長
、
小
倉
課
長
、
小
沢
課
目
下
、

関

議
長

均一一一い町長

長
谷
川
課
長
、
池
田
課
長
、
高
木
歓
育
長
、
汐
崎
課
長
、
川
上
課

(
五
)



(

4

ハ〉

長
、
羽
山
館
百
枚
以
上
の
者
が
出
席
す
る
U
H

の
斜
比
門
が
あ
り
?
し
た
。

議

案

の

配

付

。
主宰
r 
r 
サー

(
西
村
真
次
君
)

者
雰
一
を
配
付
い
た
き
ぜ
ま
す
。
一
円
突
の
配
付
漏
れ
は
あ
hd
ま
ぜ
ん
か
。
ー

l
s
配
付
漏
れ
な
し
と
認
め
ま
す
。

会
議
録
著
名
員
の
指
名

。
訪
日
長

(
居
村
文
一
次
考
)

戸
程
祭
一
、
会
一
司
録
月
一
内
名
目
見
の
猪
名
を
行
な
凹
ま
寸
。

十
品
除
時
会
の
会
詳
録
署
名
目
慣
に
七
番
一
一
円
員
白
熊
成
一
太
郎
君
、

二
回
会
議
員
問
中
禄
郎
君
以
上
両
君
を
指
名
い
え
し
ま
す
。

ζ

れ

K
御
異
議

あ
り
き
せ
ん
か
り

〈
「
異
熱

pa
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
h
'
)

。
時
'
E官

(
西
村
真
次
晋
h
a
)

開
田
評
議
な
し
と
認
め
き
す
。
よ
っ
て
決
定
い
え
し
き
し
た
。

L>.. 

= 
期

の

決

定

。
誇
長
〈
釘
村
真
次
君

)

P

程
袋
二
、
会
期
わ
決
定
を
行
な
い
4
4
す。

本
問
時
ゐ
九
円
の
会
期
に
つ
き
、
議
会
選
対
協
議
会
の
意
見
、
C
本
日
一
日
と
い
う
こ
と
で
あ
v

り
き
寸
。



い
二
内f
 

.，: 

，1 

'" 

h
F

は
か
わ
い
た
し
き
す
。
会
期
を
本
日
一

R
と
{
一
叱
め
ま
す
と
と
げ
御
異
議
あ

b
ま
ぜ
ん
か
。

(
「
異
議
庁
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

。
持
長

〈
居
村
兵
次
君
〉

御
異
議
々
し
と
認
め
ま
す
。

よ
っ
て
会
期
計
十
品
目
一
日
と
決
定
い
た
し
ま
し
介
。

本
日
の
議
事

d
h
u
手
も
と

K
配
付
の
日
程
表
r
h

工
-P
行
な
い
ま
す
。

提

案

理

由

の

説

明

。
議
長

〈
厨
村
真
次
君
)

と
れ
よ
れ
い
本
臨
時
会
の
宏
、件
ru
フ
き
市
長
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

本
問
所
長
。

〈
十
仲
田
町
p

窓
問

持
君
登
壇
)

。
+
m
Eヤ
(

認

号

制

)

と
れ
よ
り
樗
案
理
由
の
御
説
明
を
崩
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

〈

十

倍

附

乙
と
に
、

昭
和

W

T
五
年
め
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
き
し
て
、
市
議
会
誘
員
の
み
な
さ
を
と
と
も
に
館
山
市
勢
の
き
寸
ま
す
発
展
争
念
願

い
た
、
す
と
と
の
で
長
、
ま
十

ζ

と
を
心
か
ら
う
れ
し
〈
存
ず
ふ
次
第
で
ど
ざ
い
き
十
。

ぎ
て
、

十
品
目
定
年
初
の
臨
時
市
評
会
を
招
集
い
え
し
、
上
制
作
い
た
し
ま
す
案
件
、
口
、
条
例
関
係
三
件
、
予
算
関
係
一
件
で
あ
り
ま
す
。

き
ず
条
例
関
係
と
し
き
し
て
、
館
山
南
名
誉
市
民
条
例
の
制
定
で
あ
り
・
さ
す
が
、

と
れ
は
市
民
ま
た
は
市
と
縁
政
の
深
い
方
が
、
社
会
、
文

ル
比
の
発
展
、
興
隆
去
、
ら
に
公
共
の
福
祉
わ
増
進
に
貢
献
し
だ
者
K
対
し
、
名
誉
市
民
査
を
hr
〈
っ
て
功
績
を
た
た
え
る
と
と
も

K
、
常
に
市

民
の
師
表
と
あ
な
円
、
こ
と
に
よ
り
市
陣
日立
貝
殻
、
道
義
の
間
揚J
争、

d
か
ろ
う
と
す
る
も
の
で
歩
り
ま
す
。
と
と
に
当
市

d
ペ
リ
ン
ハ
ム
市
と
姉

妹
提
携
令
叫
が
ぴ
、

J
Z
寸
き
す
そ
の
交
流
を
凋
じ
て
両
市
の
発
展
に
努
め
て
い
る

-KD
か
ら
、
国
際
親
善
等
の
目
的
で
市
の
賓
客
と
し
て
来
訪

し
売
外
国
人
に
対
し
て
も
特
別
名
誉
市
民
章
を
が
ぐ
旬
、
深
く
と
れ
に
対
す
る
敬
意
の
念
を
あ
ら
わ
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ

b
ま
す
。

(
七
)



(
八
)

名
誉
市
民
忠
阜
の
決
定
等
だ
っ
き
き

l
て
は
、

名
誉
市
民
選
考
委
員
会
の
誌
を
絹
て
市
議
会
の
同
意
に
よ
り
決
定
い
た
し
た
く
存
じ
ま
す
の

で、

ζ

の
条
例
に
合
わ
壮
て
館
山
市
附
属
機
関
設
置
条
例
等
の
一
部
を
改
正
加
え
し
た
悼
と
存
じ
ま
す
。

ι仙
台

ζ

の
委
員
構
成
は
知
識
経
験

者
に
よ
る
{
定
数
存
在
十
名
以
内
、

き
た
非
常
勤
の
特
別
織
の
峨
員
に
係
る
報
酬
及
び
費
用
弁
岱
に
関
す
る
条
例
の

P
額
報

付
仲
間
ニ
ク
年
と
し
、

闘
世
次
期
制

κ同
委
員
に
つ
い
て
の
報
酬
額
を
千
問
と
し
て
新
た
に
加
え
る
た
め
の
条
例
の
一
部
改
正
を
行
念
公
う
と
ナ
る
も
の
で
あ

-P
ま
す
。

次
Fv
、
館
山
市
市
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
で
る
り
ま
ナ
が
、

と
れ
は
昨
年
六
月
法
律
第
四
ナ
一
号
を
も
っ

て
公
営
住
宅
法
の
一
部
改
正
が
行
々
わ
れ
、
主
務
官
庁
よ
り
市
有
村
条
例
を
袋
一
窓
法
に
渇
↑
合
さ
せ
る
た
め
、
改
正
す
る
よ
う
指
示
が
あ
り
、

と
わ
線
で
一
部
改
正
を
行
な
う
も
の
で
あ
e

り
ま
す
が
、

法
の
hu
も
な
改
正
点
は
、

最
近
ニ
ヵ
年
間
引
き
続
き
決
定
収
入
の
容
が
十
五
万
円
を

前
、
え
ゐ
高
廓
所
得
者
に
対
す
る
通
知
、

明
け
渡
し
努
力
義
務
が
法
定
化
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

と
れ
に
対
す
る
明
け
渡
し
の
請
求
等
条
例
で
規

を
す
ふ
改
正
、

ま
た
は
走
朽
化
し
た
不
良
公
営
住
宅
の
建
て
か
え
事
業
が
新
た
に
詳
の
上
で
規
定
さ
れ
‘

ζ

れ
K
伴
う
明
け
渡
し
請
求
と
新

た
K
建
設
さ
れ
た
場
合
φ
入
居
の
優
先
な
ど
を
条
例
の
巾

K
想
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、

一
部
法
令
用
語
の
統
一
と
整
理
を
行
念
公
う
と
す
る

ネ
の
で
ふ

P
ま
す
。

次
r札
、

予
算
関
係
と
し
ま
し
て
は
、

ζ

れ
は
三
月
下
匂
す
も
っ
て
一
応
完
成
す
る
予
定
で

一
般
会
計
補
正
予
算
第
六
号
で
あ
り
曹
す
が
、

あ
り
、

目
下
市
民
セ
ン
タ
ー
脇
に
終
設
を
M
U

そ
い
で
な
り
さ
す
弓
道
場
設
置
四
十
五
坪
五
合

K
つ
加
て
、

あ
ず
ち
、
嗣
穴

さ
ら
に
矢
ど
め
板
、

行
員
-
一
間
半
、
間
口
八
間
の
六
十
万
の
建
設
費
を
追
加
し
よ
久
と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
以
上
簡
単
な
説
明
に
尽
き
る
わ
け
で
ど
ざ
い
き
一

す
が
、
詳
細

κ
つ
き
ま
し
て
は
、
関
係
課
長
等
を
出
席
ぎ
せ
て
h
u
b
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
慎
重
な
御
審
詩
を
な
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で

ど
ざ
い
ま
す
。
以
上
提
案
国
由
を
説
明
申
し
上
げ
き
し
た
。

よ
ろ
し
く
ど
う
ぞ
"

議

よ

程

案

の

4明

\~ 

~ .. 

2 

る，

守
で
-
一

d
ト



守
で
一
-
刈
直
下

。
議
長

(

F

内
村
英
次
君
)

日
程
第
三
、
議
案
震
一
息
館
山
市
名
誉
市
民
条
例
の
制
定
に
つ
加
て
を
議
題
と
い
た
し
空
す
。

(
書
記
朗
読
)

議
出
品
ム
繁
一
号

館
山
市
名
誉
市
民
条
例
の
制
定

K
つ
い
て

議

案

の

内

容

説

明

。
秘
書
課
長

(
太
田
博
雄
君
)

詩
一案
繁
一
号
館
山
市
名
誉
市
民
条
例
K
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
4
6
ナ。

き
ず
第
一
条
の
目
的
で
ど
ざ
い
き
す
が
、

ζ

れ
は
先
ほ
ど
市
長
の
提
案
理
由
に
も
あ

b
き
し
た
と
hu
り
、
市
民
ま
た
は
市
と
縁
故
の
深
川
山

方
が
社
会
、
文
化
の
発
展
、
興
隆
ゃ
、

さ
ら
げ
は
公
共
福
祉
の
増
進
等
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
人
物
を
推
挙
し
ま
し
て
、
郷
土
の
誇
り
と
し
て

敬
慕
ふ
ん
。
加
は
親
愛
と
い
う
ふ
う
な
も
の
を
身
近
に
求
め
た
い
と
い
う
願
望
が
、

加
わ
ゆ
る
名
誉
市
民
条
例
を
制
定
さ
れ
ま
し
た
主
た
る
目

、
的
4
u

ふ
も
わ
で
ど
ぎ
い
き
す
。

噴
出
'
一
条
に

ζ

ざ
い
ま
す
館
山
市
民
ぎ
た
は
館
山
市
に
縁
故
の
深
い
者
と
由
し
ま
す
の
は
、
現
在
館
山
市
に
は
住
ん
で
い
な
い
が
館
山
市
で

生
き
れ
た
。
言
怖
か
え
れ
ば
柏
崎
山
市
出
身
者
ま
た
仕
館
山
市
に
住
ん
だ
と
と
の
あ
る
人
、
あ
る
い
は
抽
出
山
市

K
は
住
ん
で
な
ら
ず
、
住
ん
だ

〈
九
)

と
と
も
な
い
が
、
館
山
市
の
た
め

K
特
に
功
績
が
ふ
一
っ
た
者
。
広
〈
、

広
義
的
に
解
釈
し
て

hFDを
す
。

他
市
の
状
況
を
見
ま
す
と
、

琴
件
と
い
た
し
き
し
て
は
、
居
住
制
限
や
年
令
等
の
制
限
?
し
て
診
る
市
も
と
ざ
加
を
す
。

と
の
よ
う
な
制

度
と
申
し
を

L
ょ
う
か
、

条
例
等
が
制
定
さ
れ
を
し
た
の
は
、
昭
和
二
十
四
年
に
長
崎
市
と
仙
台
市
が
制
定
し
た
の
が
初
め
て
で
ど
ざ
い
ま

す
。
昭
和
四
十
二
年
末
現
在
で
全
国
で
二
百
六
十
二
市
が
制
定
さ
れ
て
な
り
ま
す
。

と
の
丹
ち
八

O
%
の
二
百
九
市
が
名
誉
市
民
を
持
っ
て



h
F

り
ま
す
が
、

曲作・りの

E
十
三
市
は
ま
だ
名
誉
市
民
を
持
っ
て
会
り
さ
せ
ん
。
と
申
し
を
す
と
と
は
、

(

一

O
〉

あ
な
が
ち
名
誉
市
民
に
推
し
た
い
と

持
百
台
十
二
市
ど
ざ
h
v

ま
す
。
形
と
い
え
し
」
ま
し
て
は
、

文
化
勲
章
の
工
う
に
首
だ
か
け
空
し
て
前
に
か
け
ふ
も
の
、

あ
る
加
は
パ
ッ
チ
型

い
う
対
象
mu
人
物
が
あ
コ
て
名
誉
市
民
条
例
を
制
定
し
た
都
市
ば
か

D
で
は
な
悼
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
わ
け
で
ど
ざ
凶
ま
す
。

と
の
条
例
r
h

工
り
脅
し
て
、
名
誉
市
民
と
し
て
推
挙
し
よ
う
と
す
み
人
怖
い
の
事
績
あ
る
い
は
業
績
等
は
大
き
〈
わ
け
ま
し
て
、
次
の
二
つ

に
会
る
と
思
い
ま
す
。

一
つ
に
社
、
学
術
、
文
雲
、
産
業
及
び
公
共
の
摂
社
等
広
〈
文
化
の
伸
展
に
貢
献
し
た
者
、

ニ
つ
自
と
い
え
し
ま
し

て
、
市
民
生
活
の
向
上
、
市
勢
わ
一
発
展
等
地
方
自
治
の
伸
展
に
功
績
の
あ
っ
た
者
と
&
る
わ
け
で
ど
ざ
い
き
す
。

次
に
、
第
二
条
の
決
令
で
ど
ざ
M
U

き
す
が
、

ζ

れ
枕
名
誉
市
民
推
挙
の
手
続
と
&
る
わ
け
で
ど
ざ
山
円
安
す
。
市
長
が
選
考
委
員
会
に
て
先

議
し
き
し
て

市
議
会
の
同
意
を
得
て
決
を
す
る
と
と
と
&
る
わ
け
で
ど
ぎ
同
空
ナ
。
二
項
の
館
山
市
名
誉
市
民
選
考
委
員
会
の
組
織
は
、

次
の
二
号
持
索
に
出
て
参
り
さ
す
が
、
参
員
の
数
け
す
夕
日
以
内
、
任
期
は
二
年
と
加
た
し
た
い
と
考
え
て
な
り
ま
す
。

第
三
条
の
名
誉
市
民
意
で
ど
ざ
い
を
す
が
、
各
市
の
状
況
等
を
見
合
す
と
、
名
誉
市
民
章
す
設
け
・
ぎ
し
て
、

ζ

れ
を
授
与
し
て
公
る
都
市

の
よ
う
な
も
の
が
多
加
ょ
う
で
ど
ざ
加
ま
す
の

こ
の
も
の
に
つ
き
さ
し
て
は
、
他
市
の
弘
わ
を
さ
ら
に
検
討
い
た
し
、
選
考
委
員
会

κは
か

り
き
し
て
、

次
に
、

ぎ
ら
に
吟
味
、
検
討
い
た
し
た
い
と
芳
え
て
が
わ
吉
ナ
。

、

第
四
条
の
公
表
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

名
誉
市
民
の
推
挙
は
当
然
本
人
に
は
伝
達
が
行
左
わ
れ
き
す
が
¥

そ
の
他
氏
名
や
そ
の
人
の

業
績
等
を
市
の
広
報
に
掲
載
し
て
h
r

り
ま
す
の
が
百
三
ナ
三
市
ど
ざ
い
ま
す
。
館
山
も
こ
の
よ
う
に
い
J

だ
し
た
い
と
考
え
て
会
り
を
す
。
な

hv
、
名
誉
前
民
名
簿
を
備
え
ま
し
て
、
名
誉
市
民
に
な
ら
れ
た
方
の
氏
名
、
そ
の
他
必
要
な
本
項
J
?
と
の
名
簿
に
登
載
い
た
し
き
し
て
、
永

久
m
F
存
と
山
山
#
一
し
ま
す
。

次
に
、
震
五
条
の
礼
遇
で
ど
ざ
加
ま
す
が
、

名
誉
市
民
ぼ
与
え
ら
れ
ふ
特
典
並
び
r
n
待
遇
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

一
に
あ

b
ま
す
市
の
公

の
式
典
に
招
待
い
え
し
4
体
し
て
、

ζ

う
し
た
機
会
に
市
民
が
日
頃
敬
愛
す
る
名
誉
市
民
に
援
す
ふ
場
を
設
け
る
と
と
が
適
切
で
あ
ろ
う
か
と

9 

# 

F 

4
 

P

、



4 

-晶

II( 

考
え
セ
乃
で
ど
ざ
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
及
制
度
を
設
け
て
な

D
ふ
さ
す
の
は
二
百
三
寸
四
市
あ
h
ン
ぎ
し
て
、
全
体
の
八

O
%を
越
え
て
か
る
の

が
現
状
で
ど
ざ
い
ま
す
。
こ
の
慶
弔
の
際
K
-
F
け
る
相
当
の
礼
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
他
市
の
状
況
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、

公
葬
の
執
行
を

定
め
た
も
の
、

公
の
葬
儀
五
十
五
市
、
そ
の
条
例
の
あ
る
市
が
す
三
筒
、
墓
地
の
提
供
を
し
て

b
る
市
が
ず
市
、

さ
ら
に
市
長
が
弔
辞
を
き

さ
げ
る
と
か
、
弔
意
争
あ
ら
わ
ず
条
例
を
持
っ
て
会
る
市
が
百
八
十
六
市
で
ど
ざ
い
ま
す
。
大
多
数
の
市
が
と
れ
に
よ
る
も
の
で
ど
ざ
い
ま

す
。
京
市
に
h
F

き
・
ま
し
で
も
‘

一
応
と
の
も
の
を
考
え
て
い
き
さ
し
て
、

市
長
が
必
要
と
認
め
た
も
の
に

一
応
そ
の
時
点
に
会
き
ま
し
て
、

対
し
き
し
て
は
、

そ
の
際
執
行
す
る
と
い
う
と
と
に
い
・
た
し
た
い
と
考
え
て

b
bま
す
。

次

κ第
六
条
の
特
別
名
誉
市
民
の
件
で
ど
ざ
加
ま
す
が
、
各
所
の
状
況
を
見
合
す
と
、
外
国
人
に
対
し
ま
す
名
誉
市
民
の
特
別
な
条
例
を

つ
く
っ
て
必
ふ
市
は
新
潟
と
高
松
市
、

と
の
特
別
名
誉
市
民
の
件
は
、

国
際
親
善
の
意
味
で
賓
客
と
し
て

ニ
甫
だ
け
し
か
ど
ざ
い
ま
せ
ん
。

来
訪
し
た
方
た
ち
を
選
ぶ
と
い
う
ζ

と
付
、

一
般
の
方
た
ち
の
名
誉
市
民
推
挙
と
ほ
hu

の
ず
か
ら
制
定
の
条
件
が
違
う
の
で
あ
り
き
し
て
、

名
誉
市
民
条
例
の
中

K
M外
国
人
す
入
れ
て
歩
わ
ま
す
前
抗
、

品
川
と
ん
ど
が
姉
妹
都
市
と
し
て
縁
組
を
提
携
し
て
診
る
市
で
あ

b
ま
す
。
先
ほ

ど
崩
し
宮

L
た
よ
う
に
、

外
国
人
K
対
し
き
し
て
伏
、
特
別
名
誉
市
民
と
し
て
の
称
号
が
他
市
の
も
m
U
J
T

検
討
し
て
も
妥
当
で
は
な
か
ろ
う

公
表
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

か
と
芳
え
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

一
般
の
名
誉
市
民
と
同
様
で
ど
ざ
い
ま
す
。

と
の
案
令
っ
く
り
ま
す
に
あ
-た
h
、
ま
し
て
は
、

以
上
で
概
略
の
説
明
を
終
り
ま
す
が
、

い
ず
れ
も
全
国
市
長
会
か
ら
安
付
さ
れ
ま
し
た
標

そ
の
一
物
県
内
の
各
市
の
条
例
等
を
参
考
と
加
え
し
き
し
て
、

準
条
例
、

っ
く
り
あ
げ
た
ヰ
の
で
ど
ざ
凶
ま
す
。
以
上
申
し
上
げ
去
いず
。
終
り

今
寸
。

(
一
一
)



r、、

一
一一、、J

質

答

疑

応

。
#
押
巨
穴

(
丙
村
真
次
君
)

本
案
に
対
し
御
質
疑
願
い
ま
す
。

の

四
季

(
遠
山
ヨ
ネ
子
君
)

ζ

の
位
大
例
市
」
h
F

っ
く
り
に
な
る
の
に
、
市
は
現
在
去
に
か
だ
れ
か
と
い
う
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
て

b
っ
，

く
り
に
な
る
の
で
す
か
。

。
秘
書
課
長

(
太
田
博
雄
君
〉

先
4

ほ
ど
説
明
の
中
に
も
申
し
ょ
げ
き
し
た
と

b
b
、
ま
だ
名
誉
市
民
条
例
を
つ
く
っ
て
会
り
空
し
で
も
、

名
誉
市
民
の
な
山
山
市
が
五
十
三
市
あ
ふ
と
私
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、

当
市
と
い
た
し
ま

l
て
も
、
別
に

ζ

の
方
を
と
出
う
目
的
は
ど
ざ
い
ま

寸
ん
。

。
一
四
番

〈
遠
山
ヨ
ネ
子
者
)

ζ

れ
は
相
当
各
都
市
で
や
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
確
か
に
時
代
の
あ
れ
の

Z

川
か
の
あ
れ
と
遣
い
き
し
て

影
響
チ
受
け
て
い
る
と
ζ

人
が
歩
一
ふ
と
思
い
ま
す
。
非
常
K
大
手
々
ζ

と
で
、

と
の
一
選
考
疋
つ
い
て
は
、

や
っ
ぱ
り

D
つ
ば
な
市
口
氏
す
h
w

出

し
に
品
川
っ
て
、
り
っ
ぱ
弁
明
名
誉
市
民
と
し
て
、

子
れ
は
も
ち
ろ
ん
考
え
て
何
ら
フ
し
ゃ
る
と
忌
い
ま
す
が
、

ほ
か
の
季
員
ゃ
な
ん
か
に
関
し

て
と
き
ど
き
疑
義
手
持
ち
ま
す
の
で
、

丘
公
念
の
た
め
に
そ

O
よ
う
に
hu
瀬
川
引
い
た
し
ま
す
。

。
議
長

(
西
村
真
次
君
)

他
に
御
質
疑
ご
ざ
い
ま
ぜ
ん
か
。

l
l
御
質
疑
念
し
と
認
め
を
す
。

採

決

。
曹
長

(
前
村
真
次
君
〉

ι
ー
ば
か
り
い
た
し
ま
す
。

本
案
を
討
論
省
略
採
決
す
ふ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議

'
z
l
」
と
呼
ぶ
者
あ

b
)

，f1 

-JrJ時

，
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酌
明
1

』
コ
司
コ
-
dト

~ 

。
一
詩
長

(.色
村
真
次
君
)

御
異
議
念
し
と
認
め
ま
す
。

な
ば
か
h
♂
い
た
し
ま
す
。

+
A

笑
を
原
案
の
通
り
可
決
す
る
に
御
異
議
会
り
ま
せ
ん
か
。

〈
「
異
議
反
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

b
)

。
議
長

(
西
村
真
次
君
)

御
異
説
刊
な
し
と
認
め
ま
す
。

よ
っ
て
・
本
案
は
原
案
の
通

D
可
決
さ
れ
き
し
た
。

議

案

の

上

手量

。
議
長

(
戸
付
文
次
君
)

日
程
第
四

議
案
第
二
号
供
山
市
附
属
機
関
設
置
条
例
等
の
一
部
を
改
正
ナ
ゐ
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
を
議

題
と

w
た
し
ま
す
。

(
書
記
朗
務
)

議
案
絞
二
号

内
山
市
附
照
桝
関
設
置
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

W

て

議

案

の

内

容

説

明

。
人
事
課
長

(
小
沢
正
治
君
)

詩
日出
品
一
第
二
号
に
つ
き
ま
し
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

た
だ
い
ま
詩
的
決
い
た
だ
き
空
し
売
館
山
市
名
誉
市
民
条
例
の
制
定
に
伴
い
ま
し
て
、

名
誉
市
民
条
例
の
第
二
条
す
名
誉
市
民
選
考
委
員
会

の
増
刊
を
経
て
市
親
会
の
同
意
に
よ
っ
て
、

名
誉
市
民
を
決
定
す
る
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
引
き
ず
の
で
、

こ
れ
に
墓
プ
き
ま
し
て
、

名
誉
市
民

の
選
考
苧
員
会
L
C
W

う
長
の
附
属
機
関
争
設
置
す
る
必
要
が
生
ず
る
わ
け
で
ど
ぎ
い
を
す
。

と
の
附
属
快
聞
の
恐
慌
に
関
し
ま
し
て
は

館

(

一

一

一

一

)



(
一
四
)

山
市
附
開
桝
開
開
設
置
条
例
の
中
で
、

こ
れ
か
ら
の
別
府
税
関
を
総
括
い
た
し
・
ま
し
て
、

条
例
制
定
が
さ
れ
て

b
ふ
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で

そ
の
中
へ
と
の
品
川
山
市
名
誉
市
民
選
考
委
員
会
の
設
置
の
同
目
的
と
構
成
、
定
数
等
に
つ
き
ま
し
て
、

い
う
改
正
で
ど
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
で
、

と
の
委
員
K
対
し
空
し
で
は
、

そ

と
の
条
例
の
中
に
つ
け
加
え
て
い
く
と

学
二
条
で
非
常
勤
。
特
別
職
の
戦
員
に
係
る
報
酬
及
び
脅
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
に
さ
ら
に
と

れ
子
加
え
き
し
て
、
報
酬
に
つ
き
、
空
し
て
段
、

日
額
千
四
の
部
類
の
非
常
勤
特
別
機
と
し
て
措
置
を
す
る
と
凶
う
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。

。
れ
で
と
れ
け
公
布
の
一
行
か
ら
施
行
し
て
参

b
た
い
と
凶
う
も
戸
で
ど
ざ
い
き
す
。

御
質
疑
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

l
i
御
質
疑
念
し
Lι

認
め
ま
す
。

。。。
需
長

(
所
村
真
次
君
)

採

詩
長

(
西
村
真
次
君
)

(
「
異
詩
4
4

し
」
と
呼
ぶ
者
み
の
り
)

御
異
議
品
川
し
と
認
め
ま
す
。

報
長

〈
珂
付
真
次
君
)

会
社
か
り
い
た
し
ま
す
。

決

訟
は
か
わ
い
た
し
ま
す
。

本
案
を
討
論
省
略
採
決
す
る
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

本
案
を
原
市
官
官
の
通

b
可
決
す
る
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

議
長

(
西
村
真
次
君
)

(
「
異
詩
pg
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

b
)

よ
っ
て
本
案
抗
原
案
の
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議

案、オル

御
異
器
内
な
し
と
閉
山
め
会
す
。

の

上

手呈

d勺、.. 

-' ， 

ι 



。
議
長

(
西
村
真
次
君
)

日
程
第
五
、
詩
宏
一
第
三
号
館
山
市
市
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関
ナ
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定

κ
つ
い
て
争
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

(
「
朗
読
省
略
」
と
呼
ぶ
者
あ
h
'
)

。
需
長

(
西
村
真
次
君
)

朗
務
省
略
。
声
が
あ

D
ま
す
が
、

御
異
議
あ
り
を
ぜ
ん
か
。

l
l
御
呉
議
な
し
と
認
め
ま
し
て
、
朗
読
省
略

と
決
し
直
ち
に
説
明
を
求
め
ま
す
。

。

(
一
五
)

詩
案
第
三
号

伶
山
市
市
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
開
す
ふ
条
例
の
一
部
令
改
正
す
る
条
例
。
制
定
だ
フ
い
て

議

案

の

内

容

説

明

。
時
相
一
築
課
長

(
池
田
春
雄
君
)

詩
集
第
三
号
。
御
説
明
す
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
う
加
う

よ
う
な
も
の
を
岨
V
察
し
た
次
第
で
赤
十
h
y
ま
す
。
字
句
の
挿
入
の
も
の
と
、
新
し
く
挿
入
矛
れ
た
も
の
が
高
額
所
得
者
の
明
け
渡
し
義
務
、
そ

昭
和
四
十
四
年
六
戸
ナ
日
づ
け
で
公
常
住
宅
法
ゐ
改
正
が
あ
り
杢
し
て
、

そ
の
改
正
に
伴
う
市
の
管
理
条
例
争
訂
正
、
挿
入
、

れ
か
ら
律
て
か
え
事
業
に
よ
る
と
き
の
住
宅
に
入
っ
て

b
り
ま
す
老
の
明
け
疹
し
し
な
け
れ
ば
念
ら
&
い
。

こ
ラ
伺
う
も
の
が
新
え
だ
と
の

中
に
織
り
込
ん
で
と
ム
れ
た
。

そ
れ
で
、
高
問
所
得
者
に
対
し
て
付
、
高
領
所
得
者
の
収
入
状
況

κ
よ
-P
ま
し
て
、
一
高
額
所
得
者
で
か
一
ゐ
旨
を
通
知
す
る
の
で
ネ
り
ま
す

が
、
高
額
所
得
者
が
明
け
渡
し
し
庁
明
け
れ
ば
企
ら
色
ん
い
今
額
と
い
ち
も
の
は
、

月
十
一
万
以
上
で
す
か
の
者
、

と
の
収
入
は
所
得
控
除
で
す



( 

...... ，、
、ーノ

か
、
給
与
所
得
控
除

-t
枚
参
雰
族
控
除
庁
ど
J
T
し
た
傘
額
で
す
。
そ
れ
が
ず
一
万
以
上
に
な
っ
た
場
合
に
は
明
け
渡
し
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
義
務
す
法
文
化
し
た
。
今
き
で
は
基
準
の
一
所
得
以
L
」
の
#
引
に
念
り
ま
す
と
、

明
け
渡
し
す
す
ふ
努
力
令
法
文
で
い
た
し
て
会
り
ま
し
た
。

ぞ
れ
対
一
種
の
ほ
う
で
円
五
万

二
種
の
ほ
う
で
は
三
万
以
上
。
所
得
げ
念
り
ま
す
と
、
今
の
努
力
が
生
じ
て
が
っ
た
ん
で
す
が
、

そ
の
場

ム
ロ
が
今
度
は

R
ア
一
方
川
内
上
の
人
に
伏
明
け
夜
し
し
な
け
れ
げ
品
川
ム
斤
い
。

そ
う
い
う
よ
う
な
条
例
に
な

b
主
し
た
。

そ
れ
か
ら
礎
て
か
え
事
業
K
工
る
も
の
は
、

そ
れ
か
ら
都
市
計
画
と
か
、

と
れ
ば
不
良
住
宅
K
品
川
ふ
と
か
、

土
地
区
画
整
理
事
業
と
か
、

そ
う
い
う
公
共
的
の

4
0
で
売
っ
た
り
買
っ
た
り
す
ゐ
と
い
う
よ
う
念
も
の
、
次
氏
析
し
く
入
ふ
ゐ
に
は
所
得
の
関
係
と
か
、

そ
の
と
き
に

申
し
込
み
を
ふ
ら
た
め
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
念
い
と
い
う
よ
う
な
と
と
が
と
の
条
例
に
新
し
く
入
っ
て
き
ま
し
た
。

二
枚
目
の
二
十
五
条
の

次
に
の
と
こ
ろ
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
字
句
h

じ
も
の
付
、

現
在
の
一公
営
住
宅
法
の
卒
項
を
改
め
た
り
、
訂
正
し
た
h
二

そ
う
加
う
よ
う
庁
と
と

が
と

ζ

K
た
く
去
、
ん
ゑ
が
っ
て
が
り
ま
す
。

ζ

れ
は
公
営
住
宅
診
に
ふ
'ゐ
と

h
F
D
で
あ
ち
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、

そ
の
次
の
高
額
所
得
者
だ
対
す
る
通
知
、

ζ

れ
は
先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う

K
、

五
年
以
上
入
居
し
て
い
る
者
で
二
年

間
引
き
続
い
て
十
一
万
四
?
越
え
ふ
者
を
高
額
所
得
ー
や
と
い
う
が
、
高
額
所
得
者
の
扶
養
控
除
と
同
居
し
て
い
る
親
族
、

た
と
え
ば
子
供
な

り
収
ス
が
あ
ふ
場
合
、

そ
の
場
合
に
は
合
算
す
手
。
子
供
の
ほ
う
か
ら
二
万
七
千
円
だ
け
控
除
す
み
と
い
う
と
と
が
、

そ
の
次
ゐ
二
で
す
。

そ
れ
か
ら
、

ニ
ヤ
4

ハ
条
中
の
改
正
で
歩
-b
ま
す
が
、

明
け
波
し
の
誌
務
を
言
っ
て

h
u
b
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
次
の
二
十
七
条
の
二
、

こ
れ
は
高
額
所
得
者
に
対
し
て
明
け
渡
し
の
請
求
を
す
る
ζ

と
が
で
β
ふ
と
伺
う
項
目
に
な
っ
て
必

-D
吉
す
。

そ
の
場
合
だ
高
額
所
得
者
が
事
情
に
よ
り
ま
し
て
、
猶
予
を
願
い
出
る
と
い
う
、
猶
予
の
と
と
を
二
十
七
条
の
三
で
す
か
、

そ
ζ 

r
L

書
い
て
あ
h'
ま
す
。
そ
れ
は
入
居
者
が
病
気
げ
か
か
っ
て
い
る
と
き
、

入
居
者
が
災
害
に
よ
り
著
し
い
婦
宝
口
を
受
け
た
と
き
。

入
居
者
が

近
い
将
来
定
年
で
退
燃
す
る
等
の
事
由
に
よ
っ
て
、
収
入
が
説
少
を
す
ふ
と
と
が
予
想
さ
れ
る
と
き
。

そ
の
他
各
号
に
準
ず
る
特
別
の
4

事
情

K
A
P

ふ
と
き
。

こ
の
よ
う
丘
と
き
に
猶
予
を
申
し
出
れ
ば
猶
予
す
る
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
ま
す
。

、幽，

i円、

"， 司

~." 

.. 
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そ
の
次
の
二
十
七
条
の
一
ニ

K
け、

こ
う
加
う
方
が
立
ち
の
く
場
合
に
、

明
け
渡
し
を
言
凶
渡
さ
れ
た
と
き
に
別
な
と
こ
ろ
に
あ
-
っ
せ
ん
し

な
け
れ
ば
念
ら
な
い
と
W

う
と
と
で
ど
ざ
い
ま
す
の

そ
れ
か
ら
、

二
十
九
条
の
こ
に
は
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
建
て
か
え
事
業
の
と
き
に
、

入
居
者
は
明
け
渡
し
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
い
う
と
と
。

そ
れ
か
ら

ニ
ヤ
九
条
の
三
で
は
、
喝
て
か
え
「
比
よ
っ
て
ど
っ
か
に
移
る
。

そ
の
人
が
市
営
住
宅
に
入
れ
る
場
合
に
は
、
あ
ら
た
め
て
申

し
込
み
J
T
し
AU
け
れ
れ
ば
な
ら
念
仰
と
と
を
う
た
っ
て

b
b
A
0・す。

そ
れ
か
ら
、

そ
の
次
K
ふ
る
附
則
の
五
と
い
う
と
と
ろ
は
、

不
良
住
宅

κι
は
っ
た
公
営
住
宅
。
入
居
者
と
い
う
と
ζ

ろ
は
、
今
ま
で
公
営

住
宅
の
ほ
う
に
入
っ
て
会
っ
た
方
が
、

時
間
て
か
え
を
し
た
と
き

K
よ
そ
の
住
宅
K
入
る
と
い
う
場
合
だ
は
二
種
で
す
と
こ
万
四
千
円
、

君重

で
す
と
四
万
で
寸
か
、
以
上
の
収
入
の
あ
る
方
は
賢
格
が
な
く
な
・
り
ま
す
が
、

と
の
場
合
は
四
万
円
J
T
越
え
て
も
食
絡
が
歩
ふ
。

と
う
い
う

ふ
う
に
姥
て
か
え
の
住
宅
に
入
る
と
と
が
で
き
ふ
と
加
う
よ
う
念
ζ

と
が
善
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
す
が
、
今
の
不
良
住
宅
か
ら
想
て
か
え
の
そ
ち
ム
に
入
る
場
合
に
は
、

二
万
四
千
円
を
越
え
た
場
合
k

b
い
て
‘

そ
う
い
う
方
は
入
れ
る

ぞ
れ
か
ら
、
六
番
日
の
と
こ
ろ
付
、
二
種
の
ほ
う
で
二
万
四
千
円
が
二
種
の
茶
↓
準
の
金
で
す
が
、

二
万
四
千
円
以
下
の
人
が
二
種

κ
入
れ

と
い
う
と
と
に
認
め
ふ
'
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
葉
固
い
て
会
り
さ
す
。

附
則
れ
と
と
ろ
に
い
き
き
し
て
、
高
額
所
得
者
が
十
一
万
円
と
由
し
全
し
た
が
、

当
分
の
間
今
き
で
住
宅
だ
入
っ
て
h
F
'
o
方
は
ず
五
万
円
、

十
一
万
円
を
十
五
万
問
と
み
危
す
。

そ
の
期
限
付
去
年
の
六
月
十

P
に
h

F

W

て、

そ
の
時
点
で
三
年
経
過
し
て
あ
と
二
年
度
、
六
月

γ
日
か

ら
あ
と
二
年
の
問
、

そ
の
聞
の
労
は
十
五
万
四
の
所
得
と
誇
み
か
え
る
。

そ
れ
以
後
新
し
く
、
六
月
ナ
日
以
後
K
入
っ
た
方
は

T

一
万
円
。

ほ
う
に
す
人
目
。
当
分
わ
問
、

こ
う
い
う
ふ
う
に
法
文
に
書
い
て
今
り
さ
す
。

大
休
、
以
上
の
よ
う
に
字
句
の
訂
正
、
挿
入
、

そ
れ
か
ら
高
積
所
得
者
の
明
け
渡
し
竣
務
、

そ
れ
か
ら
礎
て
か
ん
に
よ
る
明
け
夜
し
の
制

(
一
七
)



(
一
八
)

。
定
と
い
う
よ
う
な
る
と
が
公
も
な
条
例
の
改
正
で
ど
ざ
い
ま
す
。

御
質
疑
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か

o
l
-
-
御
質
疑
な
し
と
認
め
ま
す
。

。。
議
長

〈
西
村
英
次
事
円
)

決

h
F

は
か
り
い
た
し
ま
す
。

本
案
を
討
論
省
略
採
決
す
る
に
御
異
議
あ
り
ま
ぜ
ん
か
。

採

議
長

(
西
村
英
次
若
)

〈
「
異
議
な
し
L

と
呼
ぶ
者
あ

b
)

御
異
議
な
し
と
認
め
を
す
。

議
長

〈
西
村
兵
次
君
)

hr

は
か
わ
い
た
し
ま
ナ
。
本
突
を
原
案
の
通
り
可
決
す
る
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
の

(
「
異
需
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

。。
甜
内
実
第
四
号

議
長

(
西
村
真
次
君
)

i義

襲

説
内
長

(
西
村
真
次
君
)

(
書
記
朗
読
)

御
異
議
庁
し
と
認
め
ま
す
。

よ
っ
て
本
案
は
原
案
の
通

b
可
決
さ
れ
き
し
た
。

の

号室

上日
程
第
六
、
議
案
第
四
毎
昭
和
四
十
四
年
度
館
山
市
一
般
会
計
補
正
予
算
第
六
号
を
議
題
と
い
た
し
さ
す
。

昭
和
田
十
四
年
度
館
山
市
一
般
会
計
補
正
予
算
〈
第
六
号
)

3
d
 

o-. 

r 

P‘ 

' 



。
財
政
課
長

〈
長
谷
川
広
治
君
)

議
案
第
四
号
の
一
般
会
計
補
正
予
算
第
六
号
に
つ
い
て
御
説
明
を
申
し
上
げ
ま
す
。

司.

議

案

の

内

容

説

明

今
回
の
補
正
は
第
一
条
に
が
一
不
し
を
い
た
し
ま
し
た
と
会
り
、
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
六
十
万
円
を
追
加
い
た
し
ま
し
て
、
歳
入
歳
出
の

総
額
を
十
四
億
四
千
三
百
六
十
三
万
五
千
円
と
い
う
ふ
う
に
い
た
し
た
い
。

か
よ
う
に
考
え
て
編
成
を
い
た
し
て
ど
ざ
い
ま
す
。
細
部
に
つ

き
-
ぎ
し
て
は
、

最
後
の
ペ
ー
ジ
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
歳
入
の
面
か
ら
僻
説
明
を
申
し
上
げ
ま
す
。

歳
入
、

第
八
款
の
使
用
料
及
び
手
数
料
と
い
た
し
ま
し
て
、

市
民
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料
を
今
回
六
十
万
追
加
を
い
・
た
し
て
ご
ざ
い
ま
す
。

既
定
予
算
は
百
八
十
万
で
ど
ざ
い
さ
す
が
、
現
在
主
で
二
百
三
十
五
万
程
度
収
入
が
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
年
間
大
体
七
、

八
ナ
万
程
度
の
差

額
が
出
て
参

-D
ま
す
。
今
回
補
正
予
算
の
財
源
と
い
た
し
・
ぎ
し
て
、
六
十
万
を
計
上
い
た
し
た
次
第
で
ど
ざ
い
ま
す
。

歳
出
は
そ
の
裏
φ
ベ

1
・
シ
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

十
款
の
教
育
慢
だ
け
の
補
正
で
ど
ざ
い
ま
し
て
、
ム
ハ
項
の
社
会
教
育
費
内
k
h
u
き
ま
し
て
、

し
ま
し
て
、

一
般
財
源
の
六
十
万
を
補
正
い
た
し
た
次
第
で
と
y
d
w
ま
す
。
そ
の
一
般
財
源
と
し
て
の
分
を
七
項
の
保
健
体
育
費
に
h
v
w

て

市
民
セ
ン
タ
ー
の
施
設
授
の
財
源
補
正
を
い
・
た
し
て
ど
ざ
い
ま
す
。
市
民
セ
ン
タ
ー
の
施
設
費
総
額
に
対
し
ま
し
て
、
財
源
と
い
え
し
ま
し

そ
の
不
足
額
を
一

て
は
、
市
民
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料
を
そ
の
伶
の
閣
の
特
定
財
源
と
し
℃
使
用
を
凶
た
し
て
b
る
わ
け
で
ど
ざ
い
設
す
が
、

般
財
源
か
ら
補
っ
て
ム
が
っ
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
今
回
六
十
万
の
殺
人
追
加
を
加
え
し
ま
し
た
の
で
、
特
定
財
源
に
六

γ
万
追
加
い
た

追
加
を
い
た
し
て
ど
ざ
い
ま
す
。
保
鐙
体
育
費
に
つ
き
」
ま
し
て
は
、
所
管
の
課
長
か
ら
御
説
明
を
・申
し
上
げ
ま
す
。

。
保
健
体
育
課
長

(
川
上
賢
爾
君
)

体
育
施
設
品
質
六

γ
万
の
補
正
い
た
だ
き
ま
し
で
、

四
百
一
万
五
千
円
に
必
願
仰
を
し
た
い
と
思
う

わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

内
容
を
御
説
明
白
し
上
げ
主
す
と
、

八
節
。
報
償
費
、

と
れ
ば
五
千
円
、
弓
道
場
の
落
成
式
の
神
主
の
謝
礼
で
と
ざ
い
ま
す
。

十
一
一
節
の

(
一
九
)



(ニ
O
)

需
府
出
材
、
五
千
円
の
抗
鮪
で
ど
ざ
い
脅
す
が
、
消
耗
器
材
特
三
万
三
千
円
を
減
額
を
い
た
し
ま
し
て
、
弓
議
場
落
成
式
の
軒
、
用
と
し
ま
し
て
、
食

料
餐
二
万
八
千
円
を
追
加
、
需
用
費
と
加
た
し
ま
し
て
は
、

五
千
同
の
誠
額
で
ど
ざ
い
ま
す
。

十
五
節
の
工
事
請
負
師
L

4

ハ
ヤ
万
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

と
れ
は
弓
道
場
の
啓
設
工
事
請
負
慢
と
い
た
し
会
し
て
、
安
全
管
理
並
び
に
危
険
防

止
と
い
う
観
点
か
ら
矢
ど
め
工
事
と
、

そ
れ
か
ら
的
場
の
工
事
、

あ
ず
ち
工
事
で
ど
ざ
い
を
す
。

ζ

れ
を
よ
ハ
十
万
補
正
を
な
闘
い
す
る
と
い

う

ζ

と
で
ど
ざ
い
を
す
。

。
2出

f，)i 
長

(
西
村
瓦
一
次
宥
)

御
質
疑
ど
ざ
い
き
せ
ん
か
。

1
1
御
質
疑
丘
し
と
認
め
ま
す
。

保

決

。
議
長

(
西
村
真
次
君
)

hu

は
か
り
い
た
し
ま
す
。
本
究
〈
を
討
論
省
略
採
決
す
る
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〈
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
考
あ
わ
'
)

。
議
長

御
異
議
念
し
と
認
め
ま
す
。

(
商
村
真
次
君
)

h
F

ほ
か

b
w
た
し
さ
す
。

本
案
を
原
突
の
通

b
可
決
す
る
だ
御
異
議
去
り
?
せ
ん
か
ロ

(
「
唱
必
需
品
は
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

。
議
長

(
西
村
真
次
君
)

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。

よ
っ
て
本
索
は
原
案
の
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

関

.6. 
ココE
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__" 

。
議
長

(
忍
-門
真
次
宗
)

以
上
に
よ
り
本
臨
時
会
に
付
議
さ
れ
ま
し
た
案
件
全
部
を
議
了
い
た
し
ま
し
た
。

前
議
会
臨
時
会
を
閉
会
い
た
し
ま
す
。

ど
く
ろ
う
さ
ま
で
ど
ざ
い
ま
し
た
。

午
前
十
時
五
十
分

閉

A J_品、

。
定
日
の
会
議
に
付
し
た
事
件

一
、
会
議
録
署
名
員
の
指
名

一
、
会
期
の
決
定

一
、
議
案
第
一
号
乃
至
議
案
第
四
号

よ
っ
て
と
れ
に
て
第
一
回

(

一

一

一

)



純
一方
自
治
法
第
何
二
十
三
条
伊
ニ
項
の
規
定
に
よ
り
署
名
す
る
。

館

山

市

議

会

// // 

-2弘
、圃，

議

長

(3Gフ

(
ニ
一
一
)

J
M
1
レゑ
/ブ

匂

後
一
ゑ
人
、
が
ド

ザ
!
被
仰
い

品

C
M

議

員

議

員

φ? 
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